
令和3年度釡石市生涯学習基礎調査の結果をお知らせします

生涯学習とは…
　生涯学習とは、一人一人が生涯にわたって行うあらゆる学習のことです。学校教育や公民館
などで行う学習活動をはじめ、個人で行う学習やスポーツ、レクリエーション、健康づくり、
文化活動、趣味、ボランティア活動、企業で行う教育・研修活動や職業訓練、就労に関する学
習なども含まれます。人生100年時代を見据え、より豊かに生きるために自ら学び、学んだこ
とを生かして活躍できる社会の実現に向けた取り組みが必要となっています。

　市は、これからの生涯学習推進施策の資料とするため、令和３年８月から９月にかけて市民の皆さん
1,500人を対象に、郵送によるアンケート調査を行いました。ここでは、アンケート結果の一部をお知
らせします。※回収率　40.5％（回答数　608）
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　アンケート結果をみると、約 80％の
人が生涯学習という言葉を聞いたことが
あると回答しています。生涯学習を「大
切なことと思う」「どちらかといえば大
切」と回答した人の割合は前回（平成
29年度）調査時から減少し、「どちらと
も言えない」と回答した人の割合が増加
しました。
　また、生涯学習の活動を行っていると
回答した人は、44.6%（図１）。前回と
比較して 4.6 ポイント増加しています。
　生涯学習の活動を行っていない理由
（図２）は「仕事が忙しくて時間がない」
「家事が忙しくて時間がない」を合わせ
ると 33.4％の人が「時間がない」を理
由に挙げています。特に男性は「きっか
けがつかめない」と回答した数が最も多
くなっています。また、「その他」の回
答が前回と比較して 7.2 ポイント増加し
ており、体調不良やコロナ禍、時間に拘
束されたくないといった回答がありまし
た。
　調査結果から、生涯学習そのものにつ
いて理解を深める取り組みが必要である
こと、学びを始めるきっかけづくりが重
要であることなどが分かりました。
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釡石
　明治時代から今日まで約140年間、日本での成年年齢は20歳
と民法で定められていました。令和４年４月１日に民法の一部
を改正する法律が施行され成年年齢が20歳から18歳に引き下げ
られることに伴い、令和４年度以降の釡石市成人のつどい開催
方法などについてアンケート調査を実施しました。その結果を
踏まえ、釡石市成人のつどい（仮称）開催方針を次のとおりと
します。
●開催方針
　毎年度、その年度に20歳となる人を対象に冬頃開催します
　※式典名称などは、毎年度募集する実行委員などと協議の上
　　決定します
【アンケート結果抜粋（対象年齢）】
　20歳：79％　18歳：20％　その他：1％
【対象年齢を20歳とする主な理由】
　・18歳は、進路決定の時期であり、式典に参加するのが難しいため
　・飲酒や喫煙など全ての法定年齢は引き下げにならないため

●アンケート対象者※回収率　60.2％（回答数　885）
　釡石高校生徒および保護者　　（各467人）
　釡石商工高校生徒および保護者（各233人）

民法改正施行に伴う令和4年度以降の釡石市成人のつどい（仮称）

障がい・障がい者の理解促進に向けて

かまいしの生涯学習
ちょこっと コラム

　障がい者の理解促進、障がい者の生涯学習が
国内外で進められています。
　日本では、平成28年に「障害者差別解消法」が
制定され、障がいや障がい者に関する理解につい
て団体や地域が主体となり推進し、学校教育の場
でも進められてきました。
　社会教育の面からも「いつでも、どこでも、誰で
も学べる社会の実現」に向け学習機会の提供、地
域への障がい・障がい者の理解促進に向け活動し
ていくことが求められています。
　令和３、４年釡石市
成人のつどいでは、障
がいのあるアーティス
トや市内障がい者就
労支援施設に記念品
のデザインや制作をしていただきました。
（令和３年：エコバッグ　令和４年：タンブラー）
　障がいや障がい者への理解が進むことで、より
良い地域となり、誰もがいきいきと暮らせるまちづ
くりを今後も進めていきます。

　こどもエコクラブは、子どもたちが人と環境の
関わりについて幅広い理解を深め、自然を大切に
思う心や環境問題に自ら取り組む力を育む体験
学習機会を提供するために開催しています。
　会員登録制で行い、新型コロナウイルス感染症
予防の対策を取りながら、令和3年7月から12月
までに、海の生きものに触れたり、野鳥観察を行
うなど計3回のイベントを開催し、延べ60人が参
加しました。
　新型コロナウイルスの感染が拡大し、2月に予
定していた「冬の星空観察会」を中止しましたが、
今後も、多くの子どもたちに自然環境へ興味を
持ってもらい、釡石の自然に関わってもらえるよ
う継続して活動していきます。
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